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哲学・倫理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

人間と宗教 1･2前･後 2 ○ 兼4

文学 1･2前･後 2 ○ 兼2

心理学 1･2前･後 2 ○ 　 兼1

思想史 1･2前･後 2 ○ 兼2

歴史学 1･2前･後 2 ○ 兼4

地理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

言語文化論 1･2前･後 2 ○ 兼1

法学 1･2前･後 2 ○ 兼1

日本国憲法 1･2前･後 2 ○ 兼1

経済学 1･2前･後 2 ○ 兼3

政治学 1･2前･後 2 ○ 兼1

社会学 1･2前･後 2 ○ 兼1

地域社会論 1･2前･後 2 ○ 兼4

文化論 1･2前･後 2 ○ 兼4

1･2前･後 2 ○ 兼1

生態学 1･2前･後 2 ○ 兼1

物質とエネルギー 1･2前･後 2 ○ 兼2

生活と化学 1･2前･後 2 ○ 兼1

宇宙の科学 1･2前･後 2 ○ 兼1

科学技術論 1･2前･後 2 ○ 兼1

科学史 1･2前･後 2 ○ 兼1

生理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

心の科学 1･2前･後 2 ○ 兼2

生命倫理 1前 2 ○ 兼1

生命の科学 1･2前･後 2 ○ 兼2

食と健康 1･2前･後 2 ○ 兼1

情報の科学 1･2前･後 2 ○ 兼1

情報化と社会 1･2前･後 2 ○ 兼1

数学 1･2前･後 2 ○ 兼1

パズルと論理 1･2前･後 2 ○ 兼2

ウェブデザイン基礎演習 1･2前･後 2 ○ 兼1

グラフィックデザイン基礎演習 1･2前･後 2 ○ 兼1

文献講読 1･2前･後 2 ○ 兼2

日本語表現演習 1･2前･後 2 ○ 兼3

ディベート 1･2前･後 2 ○ 兼1

伝統文化論 1･2前･後 2 ○ 兼1

創作文化演習 1･2前･後 2 ○ 兼2

芸術鑑賞論 1･2前･後 2 ○ 兼1

身体運動の原理 1･2前･後 2 ○ 兼1

健康スポーツA 1･2前･後 1 ○ 兼1

健康スポーツB 1･2前･後 1 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 2 ○ 兼3

英語Ⅱ 1後 2 ○ 兼3

英語Ⅲ 2前 2 ○ 兼3

英語Ⅳ 2後 2 ○ 兼3

英語Ⅴ 2前 2 ○ 兼1

英語Ⅵ 2後 2 ○ 兼1

上級英語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼3

上級英語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼4

上級英語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼3

上級英語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼2

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）
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別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

中国語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅰ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅲ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅳ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅴ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅵ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅶ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅷ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

学びの技法Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

学びの技法Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

統計の基礎 1前 2 ○ 兼1

情報の処理 1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前･後 2 ○ 兼1

キャリア演習Ⅰ 2前･後 2 ○ 兼1

キャリア演習Ⅱ 3前･後 2 ○ 兼1

インターンシップ 2･3･4前･後 2 ○ 兼1

プロジェクトA 2･3･4通 4 ○ 兼3

プロジェクトB 3･4通 4 ○ 兼3

プロジェクトC 2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修A 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修B 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修C 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

小計（95科目） － 20 172 0 0 0 0 0 0 兼47 －

学
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科
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本
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別
企
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科
目
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別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

1前 2 ○ 兼5 オムニバス

1前 3 ○ 兼7 オムニバス

4前 1 ○ 兼4 オムニバス

臨床栄養学 1後 1 ○ 兼1

食物栄養演習 1後 1 ○ 兼1

感染と免疫 1後 2 ○ 兼1

臨床薬理学 2前 2 ○ 兼1

遺伝と健康 4前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

臨床病理学　 2前 1 ○ 兼1

疾病と治療論Ⅰ 2前 2 ○ 兼5 オムニバス

疾病と治療論Ⅱ 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

疾病と治療論Ⅲ 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

疾病と治療論Ⅳ 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

小計（13科目） － 20 2 0 1 0 0 0 0 兼24 －

生涯人間発達心理 1後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

臨床心理学 2後 1 ○ 兼1

人間関係論 1後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 3 兼2 オムニバス・共同＊講義

2前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

小計（6科目） － 4 2 0 1 1 1 3 0 兼6 －

公衆衛生学 1後 1 ○ 兼1

疫学 2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

保健統計学 1後 2 ○  兼1

医療と経済 4後 1 ○ 兼1

家族と社会 1後 1 ○ 兼1

小計（6科目） － 5 4 0 0 0 1 0 0 兼8 －

1前 1 ○ 1

看護学概論 1前 2 ○ 2 4 オムニバス

看護倫理 2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1 2 3 4 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 1 4 オムニバス・共同＊講義

情報と看護展開Ⅰ 2前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

1後 2 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

2前 2 ○ 1 5 オムニバス・共同＊講義

1前 1 ○ 4 5 4 8 1 共同

1後 1 ○ 1 7 4 共同

2前 2 ○ 1 7 4 共同

小計（12科目） － 16 0 0 4 7 7 8 4 0 －

2後 2 ○ 2 1 4 オムニバス・共同＊講義

2後 3 ○ 2 1 4 兼2 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 1 1 2 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 2 1 オムニバス・共同＊講義

2後 2 ○ 1 1 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 1 3 4 2 オムニバス・共同

3前 1 ○ 2 5 4 4 オムニバス・共同

3前 1 ○ 3 7 6 7 共同・集中

3後 3 ○ 2 1 4 1 共同

3後 4 ○ 2 1 4 1 共同

3後 1 ○ 2 1 4 1 共同

基礎看護学実習Ⅲ

成人・高齢者看護援助Ⅱ

小児看護援助

母性看護援助

精神看護援助

情報と看護展開Ⅱ

生涯発達における援助技術

看護展開導入演習

成人・高齢者看護学実習Ⅰ

成人・高齢者看護学実習Ⅱ

ヘルスアセスメントⅠ

ヘルスアセスメントⅡ

基礎看護援助技術Ⅰ

基礎看護援助技術Ⅱ

－

生
涯
発
達
と
看
護

成人・高齢者看護援助Ⅰ

成人・高齢者看護学実習Ⅲ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

人
間
の
社
会
と
環
境
科

学
分
野

保健医療福祉行政論

－

学
科
専
門
科
目

看
護
の
基
盤

看護職への道Ⅰ

看護管理とチームアプローチ

人
間
の
こ
こ
ろ
と
行
動

科
学
分
野

カウンセリング論

健康行動とヘルスプロモーション

医療問題解決方法

－

 
 
 
 
 
学
科
基
礎
科
目

人
間
の
身
体
と
生
命
科
学
分
野

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

－
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別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

小児看護学実習 3後 2 ○ 1 1 2 共同

母性看護学実習 3後 2 ○ 2 1 1 共同

精神看護学実習 3後 2 ○ 1 1 3 共同

小計（14科目） － 29 0 0 4 7 6 7 4 兼2 －

異文化と看護 2前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

健康教育演習 2後 1 ○ 4 1 3 オムニバス・共同＊講義

2後 2 ○ 1 2 2 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 1 4 2 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 4 5 2 オムニバス・共同

3前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

3後 1 ○ 2 2 1 共同

3後 2 ○ 2 2 1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

4後 1 ○ 1 2 兼1 オムニバス・共同

産業保健 3前 1 ○ 兼1

学校保健 2前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 2 1 1 共同

4前 2 ○ 1 2 1 1 共同

養護概説 3前 2 ○ 1

健康相談活動 4前 2 ○ 1

小計（18科目） － 13 14 0 2 7 7 5 3 兼2 －

地域包括ケア演習 4後 1 　 　 ○ 6 8 6 兼2 オムニバス・共同＊講義

看護の質改善 4前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

3後 2 ○ 1

課題探究方法論 4前 1 ○ 1

看護課題の探究 4通 2 ○ 6 8 7 8 共同

看護展開統合演習 4通 2 ○ 5 8 7 8 共同

統合実習 4前 2 ○ 6 8 7 8 共同

4後 1 ○ 1

小計（8科目） － 10 2 0 6 8 7 8 0 兼2 －

4通 5 ○ 1 　

4後 2 ○ 1 兼1 共同

小計（2科目） － 0 7 0 0 0 1 0 0 兼1 －

－ 117 203 0 6 8 7 8 7 兼88 －

学士（看護学）

学
科
専
門
科
目

生
涯
発
達
と

看
護

－

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

と
看
護

国際保健演習

地域・在宅看護援助Ⅰ

地域・在宅看護援助Ⅱ

情報と看護展開Ⅲ

地域・在宅援助技術

地域・在宅看護学実習Ⅰ

地域・在宅看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

－

看
護
の
統
合
と
発
展

海外看護研修

看護職への道Ⅱ

－

教職関連
科目

養護実習（事前事後指導を含む）

教職実践演習（養護）

－

合計（174科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件として、学部共通科目から必修科目20単位を含む計26単位以上（教養
科目：必修科目2単位および6系の内3系にわたり6単位以上、語学科目：英語必
修科目8単位、全学基本科目8単位、キャリア教育科目2単位、特別企画科目）、
学科基礎科目から必修科目29単位を含む31単位以上（人間の身体と生命科学分
野から1単位、人間のこころと行動科学分野から1単位選択必修）、学科専門科
目から必修科目を含む68単位以上修得し、合計125単位以上修得すること。（履
修科目の登録の上限：49単位(年間)）

保健師国家試験受験資格取得のためには、卒業要件に加えて、指定する13単位
を修得し、合計138単位以上修得すること。

養護教諭一種免許状取得のためには、卒業要件に加えて、指定する37単位を修
得し、合計162単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２　期

１学期の授業期間 １５　週

１時限の授業時間 ９０　分
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哲学・倫理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

人間と宗教 1･2前･後 2 ○ 兼4

文学 1･2前･後 2 ○ 兼2

心理学 1･2前･後 2 ○ 　 兼1

思想史 1･2前･後 2 ○ 兼2

歴史学 1･2前･後 2 ○ 兼4

地理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

言語文化論 1･2前･後 2 ○ 兼1

法学 1･2前･後 2 ○ 兼1

日本国憲法 1･2前･後 2 ○ 兼1

経済学 1･2前･後 2 ○ 兼3

政治学 1･2前･後 2 ○ 兼1

社会学 1･2前･後 2 ○ 兼1

地域社会論 1･2前･後 2 ○ 兼4

文化論 1･2前･後 2 ○ 兼4

1･2前･後 2 ○ 兼1

生態学 1･2前･後 2 ○ 兼1

物質とエネルギー 1･2前･後 2 ○ 兼2

生活と化学 1･2前･後 2 ○ 兼1

宇宙の科学 1･2前･後 2 ○ 兼1

科学技術論 1･2前･後 2 ○ 兼1

科学史 1･2前･後 2 ○ 兼1

生理学 1･2前･後 2 ○ 兼1

心の科学 1･2前･後 2 ○ 兼2

生命倫理 1前 2 ○ 兼1

生命の科学 1･2前･後 2 ○ 兼2

食と健康 1･2前･後 2 ○ 兼1

情報の科学 1･2前･後 2 ○ 兼1

情報化と社会 1･2前･後 2 ○ 兼1

数学 1･2前･後 2 ○ 兼1

パズルと論理 1･2前･後 2 ○ 兼2

1･2前･後 2 ○ 兼1

1･2前･後 2 ○ 兼1

文献講読 1･2前･後 2 ○ 兼2

日本語表現演習 1･2前･後 2 ○ 兼3

ディベート 1･2前･後 2 ○ 兼1

伝統文化論 1･2前･後 2 ○ 兼1

創作文化演習 1･2前･後 2 ○ 兼2

芸術鑑賞論 1･2前･後 2 ○ 兼1

身体運動の原理 1･2前･後 2 ○ 兼1

健康スポーツA 1･2前･後 1 ○ 兼1

健康スポーツB 1･2前･後 1 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 2 ○ 兼3

英語Ⅱ 1後 2 ○ 兼3

英語Ⅲ 2前 2 ○ 兼3

英語Ⅳ 2後 2 ○ 兼3

英語Ⅴ 2前 2 ○ 兼1

英語Ⅵ 2後 2 ○ 兼1

上級英語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼3

上級英語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼4

上級英語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼3

上級英語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼2

社
会
系

著作権と情報倫理

自
然
系

健
康
系

数
理
・
情
報
系

ウェブデザイン基礎演習

グラフィックデザイン基礎演習

備考

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

人
文
系

実
践
系

語
学
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

見和キャンパス

1

utiko415
テキスト ボックス



【8月修正】 

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

見和キャンパス

中国語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

中国語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

フランス語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅰ 1･2前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅱ 1･2前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅲ 3･4前･後 2 ○ 兼1

スペイン語Ⅳ 3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅰ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅲ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅳ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅴ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅵ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅶ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

日本語Ⅷ 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

学びの技法Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

学びの技法Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

統計の基礎 1前 2 ○ 兼1

情報の処理 1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前･後 2 ○ 兼1

キャリア演習Ⅰ 2前･後 2 ○ 兼1

キャリア演習Ⅱ 3前･後 2 ○ 兼1

インターンシップ 2･3･4前･後 2 ○ 兼1

プロジェクトA 2･3･4通 4 ○ 兼3

プロジェクトB 3･4通 4 ○ 兼3

プロジェクトC 2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修A 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修B 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

海外研修C 1･2･3･4前･後 2 ○ 兼1

小計（95科目） － 20 172 0 0 0 0 0 0 兼47 －

学
部
共
通
科
目

語
学
科
目

全
学
基
本
科

目

キ
ャ

リ
ア
教
育

科
目

キャリア形成と大学

キャリア形成と産業社会

特
別
企
画
科
目

－

2
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テキスト ボックス



【8月修正】 

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

見和キャンパス

臨床栄養学 1後 1 ○ 兼1

食物栄養演習 1後 1 ○ 兼1

遺伝と健康 4前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

小計（3科目） － 1 2 0 1 0 0 0 0 兼3 －

1後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

臨床心理学 2後 1 ○ 兼1

人間関係論 1後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 3 兼2 オムニバス・共同＊講義

小計（5科目） － 3 2 0 1 1 0 3 0 兼5 －

公衆衛生学 1後 1 ○ 兼1

疫学 2前 2 ○ 兼1

保健医療福祉行政論 2後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

保健統計学 1後 2 ○  兼1

医療と経済 4後 1 ○ 兼1

家族と社会 1後 1 ○ 兼1

小計（6科目） － 5 4 0 0 0 1 0 0 兼8 －

1前 1 ○ 1

看護学概論 1前 2 ○ 2 4 オムニバス

看護倫理 2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

情報と看護展開Ⅰ 2前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

小計（5科目） － 6 0 0 4 4 0 0 0 0 －

2後 2 ○ 1 1 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 1 3 4 2 オムニバス・共同

小計（2科目） － 4 0 0 1 3 4 2 0 0 －

異文化と看護 2前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

健康教育演習 2後 1 ○ 4 1 3 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 4 5 2 オムニバス・共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

4後 1 ○ 1 2 兼1 オムニバス・共同

産業保健 3前 1 ○ 兼1

学校保健 2前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 2 1 1 共同

4前 2 ○ 1 2 1 1 共同

養護概説 3前 2 ○ 1

健康相談活動 4前 2 ○ 1

小計（13科目） － 6 14 0 2 7 7 5 2 兼2 －

看護の質改善 4前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

3後 2 ○ 1

課題探究方法論 4前 1 ○ 1

看護課題の探究 4通 2 ○ 6 8 7 8 共同

4後 1 ○ 1

小計（5科目） － 5 2 0 6 8 7 8 0 0 －

4通 5 ○ 1 　

4後 2 ○ 1 兼1 共同

小計（2科目） － 0 7 0 0 0 1 0 0 兼1 －

－ 50 203 0 6 8 7 8 2 兼64 －

教職関連
科目

養護実習（事前事後指導を含む）

教職実践演習（養護）

－

合計（134科目） －

－

看
護
の
統
合
と

発
展

海外看護研修

看護職への道Ⅱ

－

－

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

と
看
護

国際保健演習

情報と看護展開Ⅲ

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

学
科
専
門
科
目

看
護
の
基
盤

看護職への道Ⅰ

看護管理とチームアプローチ

－

生
涯
発

達
と
看

護

精神看護援助

情報と看護展開Ⅱ

－

人
間
の
社
会
と
環
境
科

学
分
野

－

 
学
科
基
礎
科
目

人
間
の
身
体

と
生
命
科
学

分
野

－

人
間
の
こ
こ
ろ
と

行
動
科
学
分
野

生涯人間発達心理

カウンセリング論

健康行動とヘルスプロモーション
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【8月修正】 

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（看護学部看護学科）

見和キャンパス

学士（看護学）

１時限の授業時間 ９０　分

学位又は称号 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件として、学部共通科目から必修科目20単位を含む計26単位以上（教養
科目：必修科目2単位および6系の内3系にわたり6単位以上、語学科目：英語必
修科目8単位、全学基本科目8単位、キャリア教育科目2単位、特別企画科目）、
学科基礎科目から必修科目29単位を含む31単位以上（人間の身体と生命科学分
野から1単位、人間のこころと行動科学分野から1単位選択必修）、学科専門科
目から必修科目を含む68単位以上修得し、合計125単位以上修得すること。（履
修科目の登録の上限：49単位(年間)）

保健師国家試験受験資格取得のためには、卒業要件に加えて、指定する13単位
を修得し、合計138単位以上修得すること。

養護教諭一種免許状取得のためには、卒業要件に加えて、指定する37単位を修
得し、合計162単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２　期      

１学期の授業期間 １５　週

4

utiko415
テキスト ボックス



【8月修正】 

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼5 オムニバス

1前 3 ○ 兼7 オムニバス

4前 1 ○ 兼4 オムニバス

感染と免疫 1後 2 ○ 兼1

臨床薬理学 2前 2 ○ 兼1

臨床病理学　 2前 1 ○ 兼1

疾病と治療論Ⅰ 2前 2 ○ 兼5 オムニバス

疾病と治療論Ⅱ 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

疾病と治療論Ⅲ 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

疾病と治療論Ⅳ 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

小計（10科目） － 19 0 0 0 0 0 0 0 兼21 －

2前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

小計（1科目） － 1 0 0 0 1 0 0 0 兼1 －

2前 1 ○ 1 2 3 4 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 1 4 オムニバス・共同＊講義

1後 2 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

2前 2 ○ 1 5 オムニバス・共同＊講義

1前 1 ○ 4 5 4 8 1 共同

1後 1 ○ 1 7 4 共同

2前 2 ○ 1 7 4 共同

小計（7科目） － 10 0 0 4 5 4 8 4 0 －

2後 2 ○ 2 1 4 オムニバス・共同＊講義

2後 3 ○ 2 1 4 兼2 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 1 1 2 オムニバス・共同＊講義

3前 2 ○ 2 1 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 5 4 4 オムニバス・共同

3前 1 ○ 3 7 6 7 共同・集中

3後 3 ○ 2 1 4 1 共同

3後 4 ○ 2 1 4 1 共同

3後 1 ○ 2 1 4 1 共同

小児看護学実習 3後 2 ○ 1 1 2 共同

母性看護学実習 3後 2 ○ 2 1 1 共同

精神看護学実習 3後 2 ○ 1 1 3 共同

小計（12科目） － 25 0 0 3 7 6 7 4 兼2 －

2後 2 ○ 1 2 2 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 1 4 2 オムニバス・共同＊講義

3前 1 ○ 2 2 オムニバス・共同＊講義

3後 1 ○ 2 2 1 共同

3後 2 ○ 2 2 1 共同

小計（5科目） － 7 0 0 0 0 4 2 2 0 －

地域包括ケア演習 4後 1 　 　 ○ 6 8 6 兼2 オムニバス・共同＊講義

看護展開統合演習 4通 2 ○ 5 8 7 8 共同

統合実習 4前 2 ○ 6 8 7 8 共同

小計（3科目） － 5 0 0 6 8 7 8 0 兼2 －

－ 67 0 0 6 8 7 8 6 兼25 －

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅲ

学
科
専
門
科
目

看
護
の
統
合

と
発
展

－

合計（38科目） －

－

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

と

看
護

地域・在宅看護援助Ⅰ

地域・在宅看護援助Ⅱ

地域・在宅援助技術

地域・在宅看護学実習Ⅰ

地域・在宅看護学実習Ⅱ

－

成人・高齢者看護援助Ⅱ

小児看護援助

母性看護援助

生涯発達における援助技術

看護展開導入演習

成人・高齢者看護学実習Ⅰ

成人・高齢者看護学実習Ⅱ

成人・高齢者看護学実習Ⅲ

学
科
専
門
科
目

看
護
の
基
盤

ヘルスアセスメントⅠ

ヘルスアセスメントⅡ

基礎看護援助技術Ⅰ

基礎看護援助技術Ⅱ

－

生
涯
発
達
と
看
護

成人・高齢者看護援助Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

－

人

間

の

こ

こ

ろ

と

行

動

科

学

医療問題解決方法

－

 
 
 
 
 
学
科
基
礎
科
目

人
間
の
身
体
と
生
命
科
学
分
野

人体の構造と機能Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

備考

（看護学部看護学科）

配当年次

桜の郷キャンパス

1
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【8月修正】 

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別記様式第２号（その２の１）              

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

備考

（看護学部看護学科）

配当年次

桜の郷キャンパス

学士（看護学）

１時限の授業時間 ９０　分

学位又は称号 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件として、学部共通科目から必修科目20単位を含む計26単位以上（教養
科目：必修科目2単位および6系の内3系にわたり6単位以上、語学科目：英語必
修科目8単位、全学基本科目8単位、キャリア教育科目2単位、特別企画科目）、
学科基礎科目から必修科目29単位を含む31単位以上（人間の身体と生命科学分
野から1単位、人間のこころと行動科学分野から1単位選択必修）、学科専門科
目から必修科目を含む68単位以上修得し、合計125単位以上修得すること。（履
修科目の登録の上限：49単位(年間)）

保健師国家試験受験資格取得のためには、卒業要件に加えて、指定する13単位
を修得し、合計138単位以上修得すること。

養護教諭一種免許状取得のためには、卒業要件に加えて、指定する37単位を修
得し、合計162単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２　期      

１学期の授業期間 １５　週
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